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こんなにキレ`

お気に入ず誌纂離 類、なんて!
そんな悲しい事はありません。男にとったら、車をぶつけ

た、こすった、へこんだ。_それ〈らいショックなことだろ
うと思います.…

お母さんが指輪を直さない理由
どこに持って行ったらいいか、わからない.… い<らか

かるかわからない._本当に信頼してまかせられるのか?そん
な理由で大切な想い出の詰まった、高価なジュエリーが眠つ

たままなのです …

どうしてそこまでキレイに磨くのか ?
じゅえリーいはらでは、修理するジュエリーをなるべく、

買った時のように、キレイに磨いてからお母さんにお渡しし

ます.… プロの目で点検し、石がゆるんでいないか、出来る限

あι)″こう8さいます。

リェックします。実をいうと、キレ/
イにしないと点検できないのです …

ま ず は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

じゅえリーいはらでお買い上げいたたいた

ものとか、よそで買ったとかは関係ありま

せん。あなたがジュエリーを着けることに

よって幸せに、豊かに、暮らせることがじ

ゅえリーいはらの願いです。まずはお問い

じゅクι,一いはらです。 あι〕がこうaさ Clまぁ. じゅクι)… 6はらであ.
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ネックレスお直し 乳/
切れたネックレスお直し500円より
ネックレス糸替え  1,000円より

※地金の査定・鑑定無料で承ります。
※ご来店の際はご本人様とわかるもの
(運転免許証又は保険証)をお持ち<ださい。

宝石・貴金属
作 つて、直せる、宝石屋さん。

じゅえリーいはら
東大阪市足代 1-21-5
市施の戎つさん入り□民

電話06-6721-2508
函 0120-956-115
(本曜定休日)
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丼原一成におまかせください。

怠塁露畠名:1轟墨F0120日91'16:
雪言ま番七1ょ k‐・SSei(ChCt.=aq.neJp
携帯電話のバーコードリーダーで読み込むとラクチンです→

ルでのお問い答わせはお手数ですがおところお名前お電話番号をご

孫嶋村j久■、1ル滉い17 1 τfら

IrfFi葛)鰤 (解i枚こk
夫,(モてか・くヽヽ 11.

あι〕がこう8きいまあ. じゅクι)―いはらであ。 ぁι)″ごぅ8さぃまあ。 じゅセι)-6はらであ.


